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小学生向け年金教育図書による効果的な広報事業
（公的年金制度の仕組みが誰にでも容易に理解できる教材の開発）

事業目的

○若い世代に年金制度について考える機会を提供するため、学生との年金対話集会やこども霞が関見学デー、年金広報コンテスト
等の年金教育・広報活動を実施している。また、地域展開事業の中で、個々の年金事務所の創意工夫により幼稚園児や小学生等
を対象とした年金を題材とした塗り絵コンテスト等を実施している。

○また、内閣府が平成30年11月に実施した老後の生活設計と公的年金に関する世論調査において、「公的年金制度の内容について、
多くの方に理解してもらうためには、どのようなことが必要か」聞いたところ、約半数の方が「学校における年金に関する授業
の充実」（45.7％）との回答を得ており、若年層に対する年金教育が重要である。

○よって、学生をはじめとする子ども達が、公的年金制度を楽しく学ぶための年金教育教材を制作し、電子書籍として掲載する。

事業概要

１．マンガ教材の作成
・構成案、ストーリー案の作成
・子ども達の興味関心を促すためのクイズの活用

２．教員へのヒアリングによる教育内容の適切性の確保
・小中学校における社会科、家庭科における教科書
執筆教員へ、構成案・ストーリー案のヒアリング

・上記ヒアリングに基づいた反映

３．子ども（読者）、親による読書モニター調査による
表現の適切性の確保
・教育教材としての表現内容の適切性について、
一般の読者モニターによる、事前チェックを行い、
読者に不快感を与えると想定される表現を特定し
適切な表現に修正する。

＜小学生用教育図書の例＞

【スケジュール】
・令和２年度末までに電子書籍の完成・掲示

見本
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２－２ 令和２年度における年金制度に関する周知・広報の主な取組み
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令和２年改正年金法の広報

学生と厚生労働省（年金局）職
員が年金について語り合うこと
を通して、学生に年金の問題に
ついて考えていただくとともに、
学生からの意見や指摘を今後の
年金行政に活かしていく
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公的年金制度の仕組みが誰にでも容易に
理解できる教材の開発

２ 個々人の年金の「見える化」の取組みの検討

３
国民１人１人が参加して年金制度の意義や
仕組みの理解を深める広報４

■「学生との年金対話集会」

■ 年金広報コンテスト

次代を担う若い世代と一緒に年
金について考えることを目的に
「令和の年金広報コンテスト」
を開催。

■令和２年改正年金法について、特に被用者保険の適
用拡大について重点的に広報コンテンツを開発し、当
該改正の趣旨を正しく周知する。

■令和２年改正年金法の趣旨や、昨今の社会・経済状況
の変化に合わせ、若い世代（小中学生向け）の教育コン
テンツの開発を行う。

■令和２年改正年金法の趣旨をわかりやすく正確に伝え、
かつ、公的年金、私的年金等を通じて個々人の現在の状況
と将来の見通しを全体として「見える化」するための仕組
みを構築するため、年金アプリ（公式）の開発を検討する。

＜スウェーデン年金庁の「見える化」＞

ニーズ
把握

コンテンツ
作成

情報発信
ＰＤＣＡ
改善活動

※現在の年金教育コンテンツの例

（参考） 第5回年金広報検討会提出資料


